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要　　旨
　差別に関する研究では質問紙調査は使えない。回答に社会的望ましさの歪みの影響が避けられな
いからである。本研究では、Monin & Miller（2001）が用いた仮想的な場面での選択行動を指標にす
ることで、質問紙調査では明らかになりにくい、性ステレオタイプと外国人ステレオタイプの検証
を試みた。仮想的な選択行動としては、クイズ大会に2人組で参加する場合のパートナーを選好する
という状況設定をした。また、あらかじめステレオタイプに関する質問に答えさせることで、「道徳
の貯金箱効果」の検証も行った。被験者には松本大学1、2年生40名（男子20名、女子20名；年齢18−
20歳）を用いた。実験の結果、どちらのステレオタイプの存在も検証できなかった。
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Ⅰ．はじめに

1．差別とステレオタイプ
　「黒人の命も大切だ（Black lives matter）」という
言葉が2020年のアメリカで流行った。これはアメリ
カの警察官による黒人に対する過剰と思われる暴力
行為によって死に至らしめられた事件に対する抗議
行動での標語であった1）。同年の女子テニス全米
オープンで2度目の優勝をした日本人テニス選手大
坂なおみさんも、この抗議行動に賛同し、決勝まで
の毎試合で犠牲となった黒人の名前を書いたマスク
をして会場に登場したパフォーマンスも話題となっ
た2）。
　守は1995年に当時人種差別であるとして絶版に
なっていた絵本『ちびくろサンボ』の改作版『チビク
ロさんぽ』を出版したことがあった3）。その際、国
内だけでなく海外のニュースメディアに取り上げら
れた4，5）。また、日本の子どもたちがこの絵本を差
別的視点から楽しんでいるわけではないことを心理
学実験で明らかにした論文6，7）も公刊していた。こ
うした経緯から、海外のニュースレポーターから

「黒人の命も大切だ」行動について電話取材を受け
た注2。しかし、日本にも部落差別やアイヌ民族差別
という暗い過去が存在するが、欧米における1世紀
近い黒人奴隷制度ほどの根深いものではない。近代
の中国人や朝鮮人差別にしても、20世紀初めの一時
期のことであり、長い歴史で見れば、中国や朝鮮半
島の人々は差別するよりも師として教えを受ける存
在であった。
　差別問題はその深刻さの程度に極めて大きな違い
があるだけでなく、歴史や文化、そして日常生活に
までその影響が及んでいることに留意する必要があ
る。学校教育を通して、種々の差別問題をなくして
いく努力が続けられてきているが、一度社会に染み
込んでしまったことの修正や改善には時間がかかる
であろう。
　差別とまでは言えないものの、知らず識らずのう
ちに、私たちの考えや行動に影響を与えている「差
別的」な偏見はステレオタイプと呼ばれている。例
えば「男は度胸女は愛嬌」という表現には社会が求め
る男らしさや女らしさが凝縮されている。そして、
そうしたステレオタイプに気づかないままでいる

と、いつまでもステレオタイプは生き続けることに
なってしまう。現代の日本における差別問題は、欧
米における黒人差別問題よりも、もっと軽度ではあ
るが、それゆえに無自覚なままに社会に広まってい
るステレオタイプであると考えられる。本研究で
は、そうしたステレオタイプのうち、性差別に影響
を与える性ステレオタイプと外国人差別につながる
おそれのある外国人ステレオタイプに焦点をあて、
自覚されにくいステレオタイプの存在について実験
的に検証を試みたものである。

1）日本は男女格差が大きい国
　日本は世界的に見て男女格差が大きい国である。

『世界ジェンダーギャップ報告書』では世界153カ国
を対象に各国のジェンダー格差を数値化しランキン
グにしている8）。そのランキングでは日本の順位は
121位という低い順位となっている。先進7カ国（G7）
の中では最下位の順位である。この報告書では指数
を計る上で、経済、政治、教育、健康の4つの分野
からデータが作成される。この中で日本は経済と政
治のスコアが低く、順位では経済（115位）、政治

（114位）となっている。つまり、男女間での収入の
比率と、政治参加の比率において男女の大きな格差
があるということである。
　しかし、このように日本が男女格差の大きい国で
あるということを実感している人は少ないのではな
いだろうか。海外での生活経験がある人であればそ
の国との比較もできるかもしれないが、生まれてか
ら日本に住み続けている人の場合は実感が薄いかも
しれない。その結果、私たちは男女格差が大きいと
される社会に慣れている中で、無意識のうちに男女
差別を行っている可能性があるのである。
　男女差別の問題は、小学校社会科の主権者教育に
おいても改善が試みられている。秋田9）は、日本に
おける女性議員の比率が国際的に見て低いことを改
善するための方策として、小学校6年生社会科の授
業でクオータ制を導入することの是非を考えさせて
いる。さらに、そうした授業をすることで、子ども
たちの女性観に変化があるかどうかを「潜在連想テ
スト」で調べる新しい試みを提案している（「潜在連
想テスト」については、後述する）。
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2）日本における人種差別
　 今 日 の 日 本 に お い て「 人 種 差 別（racial 
discrimination）」は存在していないのだろうか。日
本は「あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際
条約」いわゆる「人種差別撤廃条約」を1995年に批准
し、今年で25年目になる。この条約における人種差
別とは「人種、皮膚の色、世系又は民族的若しくは
種族的出身に基づくあらゆる区別、排除、制限又は
優先であって、政治的、経済的、社会的、文化的そ
の他のあらゆる公的生活の分野における平等の立場
での人権及び基本的自由を認識し、享有し又は行使
することを妨げ又は害する目的又は効果を有するも
の」としている。
　2020年11月、NIKE JAPANが公表した動画が物
議を醸した。NIKE JAPANは、「前向きな変化を促
すスポーツの力を賞賛し、日本の全てのアスリート
たちが直面するバリアを打ち破ることを目的」とす
るPR動画を発表した10）。
　しかし、この動画に対して、NIKEのコンセプト
に賛同する意見もある一方、多くの批判的意見が
SNS上で見られる。とりわけ、在日問題に悩む少女
の描写に対して、多くの批判的コメントが寄せられ
ている。YouTube上に寄せられたコメントを見て
いくと、本名のキムを名乗らず山本姓で過ごしてい
る場面や、韓服を着ると周囲から好奇な目で見られ
ていると感じている場面に対して、不快に思う人が
多いようである。NIKE JAPANは実体験を基にし
たストーリー動画であるとしているため、批判的コ
メントをした多くの人が「日本で韓国（朝鮮）人差別
が起きている」と捉えていると考えられる。　
　1965年の日韓国交正常化から今年で55年を迎え
た。過去に日本が韓国を統治していたという歴史も
あり、複雑ではあるが、海を挟んだ隣国として重要
な関係を築いてきた。現在、日本と韓国が抱えてい
る問題として、竹島の領土問題、慰安婦問題、徴用
工訴訟問題などがある11）。また、韓国と同じく朝鮮
半島にある北朝鮮との問題は、日本人拉致問題やミ
サイル発射実験の問題などが挙げられる12）。これら
の問題に対して、日本ではしばしばニュースでも取
り上げられ、関心をもつ人も多い。今回のNIKE 
JAPANの動画に対する批判コメントも、国が抱え
ている政治的問題と結び付けて考える人が多かった
と思われる。

3） 古典的レイシズムと現代的レイシズム、クセノ
フォビア、ステレオタイプ

　高・雨宮13）によれば、McConahay14）は「古典的レ
イシズム（Old-Fashioned Racism）」とは被差別民族
は能力や倫理観が劣っているという偏見のことであ
り、「現代的レイシズム（Modern Racism）」とは、
差別は解決しているにもかかわらず被差別民族が恵
まれていなかったり権利を求めたりするのはただの
怠惰であり本人の責任であるという偏見のことであ
る、としている。現代的レイシズムは、周囲が気づ
かないだけでなく、これを抱いている本人にとって
も偏見であると自覚しにくいという特徴がある。こ
のような目に見えない自覚しにくい偏見や差別を指
摘することが差別や偏見の解消に繋がると高・雨宮
は提唱している。一方で、周囲も本人も自覚するこ
とのできない差別心を引き出すのは容易ではない。
　日本における人種差別や民族差別は、必ずしも差
別心だけのせいとは言えない側面もある。それは、
日本社会のように同質性が高い社会では異質な存在
を忌避する傾向があり、それは人種差別 （racism）
とは異なる「外国人嫌悪 （xenophobia）」である可能
性もある。これは単に見知らぬ人を恐れるという傾
向にすぎない。本研究では、外国人として韓国人を
想定した実験を行う。そこで、そもそも「人種」差別
ということにもならない。日本人と韓国人は同じ人
種だからである。
　また、差別問題で考慮すべき別の側面は他の人種
に対する偏見である。そうした偏見は多くの場合ス
テレオタイプとして存在し、私たちの行動を無意識
のうちに「差別的」なものにしている。例えば「外国
人は犯罪を犯しやすい」というステレオタイプがあ
るために、外国人を恐れる「外国人嫌悪」が生じ、そ
れが先鋭化すればアパートを貸さないなどの差別的
な行動にまでつながる。
　前節で述べた男女差別に関してもステレオタイプ
が存在する。ステレオタイプは「社会通念」として存
在しているものであるため、知らず識らずのうちに
私たちの行動や価値判断に影響をあたえてしまう。
その結果、差別心を持っている自覚がない場合で
も、結果的に差別的な行為を行ってしまうことが起
こる。そうした意味で、ステレオタイプの存在は無
自覚的であることでかえって差別問題の解決を難し
くしているものと言える。
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3．アンケート調査の限界
　ステレオタイプを含む人種差別などの問題を心理
学的に研究する際に最も広く使われるのがアンケー
ト調査（質問紙調査）である。しかし、アンケート調
査を行っても、必ずしも本心を答えるとは限らな
い。被験者が実験者に対して「私は差別心など持っ
ていない」と思わせるような回答を行うかもしれな
いからである。また、アンケートの内容から、差別
心を測るものであると被験者が予想し、非差別者と
しての模範的な回答を行う可能性も考えられる。こ
のように通常のアンケート調査では被験者の真意を
知ることができない。
　内田・守15）は、アンケート調査の限界を以下のよ
うにまとめている。

　1）アンケート調査は、基本的に回答者が嘘を
つかないことを暗黙の前提にしているだけで
あって、回答者が嘘をつこうとすれば、いくら
でも嘘がつけるやり方なのである。
　2）アンケートでは回答者の意識的な回答しか
調べられない。私たちは、自分自身がどのよう
に考え、どのように行動しているかを自覚して
いると考えている。しかし、「無意識に何かを
した」ことさえ意識できていない場合や、「意識
的にしたつもり」にもかかわらず、実は「無意識
的にしていた」という場合も考えられる。

　このように、アンケート調査には実施するのに容
易であるという利点がある一方、回答者が見栄を張
り、嘘をつく可能性があることや、回答者の潜在的
意識まで測ることができないという欠点を持ってい
る。そのため、アンケートを差別問題やステレオタ
イプの実態調査に用いることには限界がある。

Ⅱ．差別問題への心理学的アプ
ローチ

1．潜在指標の開発
　心理学の研究として差別をテーマにしてきたの
は、社会心理学者であった。社会心理学者は当初は
アンケート（質問紙調査）を主たる研究方法とした
が、すぐに上述のような問題点に気づくこととなっ
た。そこで、アメリカの社会心理学者Greenwaldら

は、アンケートの限界を補うための新しい測定手法
として「潜在連想テスト（Implicit Association Test: 
IAT）」を開発した16）。このテストは、2つの課題を
組み合わせ、それぞれの課題における反応時間をミ
リセカンド単位で測定することにより、被験者の潜
在連想構造をあぶり出すものである。
　また、これもアメリカの社会心理学者のPayneら
は、認知心理学で研究されてきたプライミング

（priming）という手続きを応用して、被験者の深層
を探る新しい方法を開発した17）。Payneらが用いた
方法では、漢字の好悪判断課題が用いられる。漢字
は、一般のアメリカ人にとっては「複雑な無意味の
記号」にすぎないため、好悪の判断はほぼランダム
になされる中立的なものと考えられる。ところが、
漢字の好悪判断をさせる直前に、いろいろな写真を
提示すると、漢字の好悪判断が影響を受ける。赤
ちゃんの写真など誰もが好むような写真が見せられ
たあとでは、中立なはずの漢字まで好ましいものと
判断されてしまうのである。面白いことに「意識で
きないくらい短時間しか提示しない」場合でも、こ
の効果が見られる。さらには、意識できるような場
合に「写真は無視するよう」に指示をしたとしても、
同様の効果が起こることが知られている。こうした
現象がプライミングであり、先行して提示される写
真などが「プライム （prime）」と呼ばれる。そこで、
Payneらはこのプライミングを利用して、プライム
に対する好悪を調べることができると考えたわけで
ある。Payneらは、この測定方法に「感情誤帰属手
続き（Affection Misattribution Procedure: AMP）」
と名付けたが、論文のタイトルは「態度測定のため
の イ ン ク ブ ロ ッ ト テ ス ト（An inkblot for 
attitudes）」とされた。これは「深層心理を探るテス
ト」として広く知られているロールシャッハテスト
の別名である「インクブロット（インクのシミ）テス
ト」のもじりであった。
　NosekとBanajiは、認知心理学で行動抑制機能の
検査に活用されていたGo/NoGo課題を態度測定に
応用したGNAT （The Go/No-go Association Task） 
という別の手法を提案した18）。「Go/NoGo課題」と
は、特定の刺激が提示された時だけに「できるだけ
速く“Go反応”をする」ことが求められるような課題
である。例えば、パソコンの画面にいろいろな言葉
が提示され「好ましい言葉の時だけボタンを押す（＝
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Go反応）」ように求められる。ここで、この課題に
黒人と白人の写真を混ぜて提示し「黒人（または白
人）には“Go反応”する」ようにすると、黒人や白人に
対する潜在的な態度が「反応の正確さ」として測定で
きるわけである。NosekとBanajiは、Greenwaldと
共にIATの開発にも加わっており、このGNATは
IATでの「分類（＝2つのキー押し）」を「1つのキーを
押すか押さないか」に置き換えたものと考えられ
る。また、GNATでは反応の正確さ（＝正答率）を計
測するだけなので、IATでのように反応時間を計測
するような測定機器を必要としない利点がある。
　これらの潜在指標のうち、最も広く活用されてい
るのはIATであるが、反応時間測定のために被験者
一人一人にパソコンが必要であり、学校教育場面な
どでの活用には適していない。好悪判断を指標とす
るAMPも、プライムをサブリミナル提示するには
パソコンと特別なソフトウェアが必要である。反応
の正答率を計測するだけのGNATは特別な機器を
必要としない利点があるが、アンケートのようにク
ラスで一斉に実施できるわけではない。それでも、
MoriらはIATやAMPを集団で実施できるように改
変した手法を提案している19，20）。

2．行動指標の活用
　「心理学の父」として知られるW.ブント （Wilhelm 
M. Wundt［1832-1920］）がライプチヒに実験室を開
設して以来、近代の科学的心理学の歴史は「心の働
き」をいかにして「行動指標」で明らかにするかとい
う研究手法の開発の歴史であった。特に、アメリカ
の 心 理 学 者J.ワ ト ソ ン（John B. Watson ［1878-
1958］）が提唱し主導した「行動主義（Behaviorism）」
の考え方は、今も科学的心理学の基本的な研究手法
となっている。例えば「お腹がすいているか」という
質問には嘘がつけたとしても、実際に食べる行動に
は嘘がつけない。それならば、質問紙で差別やステ
レオタイプについて尋ねる代わりに、具体的な行動
を調べればいいということである。社会心理学の研
究に限らず、質問紙調査を使った研究以外のほとん
どの心理学の実験的研究が行動指標を活用した研究
である。そこで、ここでは本研究のモデルとなった
Monin & Miller の研究21）を紹介することで研究例
の紹介に代えることとしたい。

　Monin & Millerは大学生202人（男子学生115人、
女子学生87人）に対して、性差別の存在を検証する
実験を行った。まず、被験者に「女性は、本当は賢
くない」のように女性に対してネガティブな文章を
読んでもらい、それが正しいか間違っているかを考
え、回答してもらった。ここでは「間違っている」と
いう回答が予想される。
　次に、2つ目の課題を与える。被験者に、建設業
の経営者であると仮定したシナリオを読んでもら
い、事業拡大のために新しく支店長候補を雇う場面
を想定させる。そして、この建設業の支店長候補に
は、性別による向き不向きがあるか否かの判断をし
てもらうのである。すると、最初の課題では性差別
的な文章を「間違っている」と回答したにもかかわら
ず、この課題では男性ステレオタイプに引きずられ
た判断をしてしまう被験者が多いことがわかった。
つまり、単純なアンケート調査では「社会的に望ま
しい回答」をしていたとしても、架空の状況とはい
え、なんらかの判断をする際には差別的な行動を
とってしまうことが示されたわけである。
　この研究では、アンケートで社会的に望ましい回
答をすることが、かえって差別的な行為を引き起こ
しやすいことも見出した。この研究では女性に対し
てネガティブな文章に「一部の」と「ほとんどの」とい
う限定詞を付加することで、より差別的な文章（「ほ
とんどの女性」）とそれを緩和したもの（「一部の女
性」）の2通りを用意した。すると、より差別的な文
章の方が「間違っている」という回答を被験者の多く
がすることとなった。ところが、こうした差別を否
定する回答をした被験者の方が、次の判断課題では
むしろ差別的な判断をしたのである。この現象は

「道徳の貯金箱」と名付けられた。人は、道徳的に良
いことをした後では、少しくらい非道徳なことをし
てもよいと考えてしまう。あたかも、道徳的な行為
がお金のように貯金できると考えているかのようだ
というわけである。

Ⅲ．性ステレオタイプと外国人ス
テレオタイプの検証実験

1．実験の目的と概要
　差別をしているかどうかを単純にアンケートなど
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で尋ねたのでは、本心を回答するとは限らない。ま
た、明確な差別心を持っていなくても、無意識のう
ちに差別的行為をしていることに本人自身が気付い
ていない可能性もある。そこで、Monin & Millerが
用いたような、状況設定をした上で、具体的な行為
の選択をさせてみるという手続きが有効になる。
　本研究では、差別をしていないという認識を持ち
ながらも、実は「差別行為」を行っているかどうか
を、具体的な行動を指標にして検証してみる。具体
的には、松本大学の学生を被験者にし「知的クイズ
大会のパートナー選び」と称して、男女3人ずつの顔
写真を示し、「男性の方が知的である」というステレ
オタイプに影響された選択がなされるかどうかを検
証する。また、選択肢の中に韓国人名のついたもの
を含めることで「外国人忌避ステレオタイプ」の存在
の有無も確認できるようにする。
　これに加えて「道徳の貯金箱」効果の検証も行う。
この効果を検証するためには「差別的でない回答を
引き出すような質問」が含まれるものと「差別的な回
答を引き出すような質問」が含まれるものの2種類の
アンケートを用意して、半数ずつの被験者に割り振
る必要がある。しかし、本研究では被験者数に限り
があることを考慮して「差別的でない回答を引き出
すような質問」が含まれるアンケートだけを使うこ
ととした。そこで、被験者はアンケートでは「男女
差別をしない」や「外国人差別をしない」と回答する
ようにさせるが、パートナー選びにおいては男性や
日本人を選択しがちになるのではないかという予想
を実験で検証することとした。

2．実験材料の準備
1）事前アンケート項目の作成
　性差別や外国人差別に関する質問で「差別をして
いない」という回答を引き出すような質問を用意し
た。質問は「はい」か「いいえ」の二択で回答できる単
純なものとし、実験の意図を推測させないために、
ダミーの質問も8問用意し、ダミー8問、差別に関す
る質問2問の計10問からなるアンケートを作成した。
　1．明日は今日よりいい日になると思う。
　2．考えすぎて裏目に出ることがある。
　3．朝起きるのがつらい。
　4．人をうらやましく思うことが多い。

　5．自分はきれい好きだと思う。
　6．家族とは仲が良い方だ。
　7．争いごとはない方がいいと思う。
　8．自分はどちらかというと論理的な方である。
　9．男の方が女より頭がいいと思う。
 10．日本人の方がアジア人より知的であると思う。
　（9、10の質問が差別の有無を測る質問である。）
2）パートナー選択用の顔写真
　松本大学教育学部4年生の有志（男子7名、女子5
名）から写真を提供してもらい、プライバシー保護
の観点から、顔を合成して架空の人物の顔を使うこ
ととした。性差別のための顔写真はこの合成だけで
十分である。また、外国人差別の検証に使う写真
も、韓国系の人物の顔はこの日本人の顔を合成した
ものでも通用すると考えた。ただし、写真それぞれ
に「架空の名前」を付け「日本的な名前」と「韓国的な
名前」という違いによって、その写真の人物が日本
人か韓国系の外国人かがわかるようにした。
　合成にはFace App22）というアプリを使い、男子
×男子、女子×女子、男子×女子と組み合わせを変
えて行った。2人の写真を用いて合成を行ったが、
合成するベースを変えると違う顔になったので、1
ペアから2枚の写真を得ることができた。また、実
験者のスマートフォンに内蔵のSamsung Gallery23）

を使って背景を統一した （図1参照）。韓国人名はイ
ンターネットで韓国に多い苗字や人気の名前を検索
し、組み合わせてつけた。顔写真は男女3人ずつと
したが、韓国人の選択では日本人名5人韓国人名1人
とした。
　写真提供に同意をしてくれた12名から計20枚の顔
写真を撮影し、合成して30人分の「架空人物の顔写
真」を作成した。さらに、その写真から別の学生数
名に「賢そう（勉強できそう）な顔」を選んでもらい、
選択頻度の高かったものから順に24枚を使った。こ
れら24枚を使って6人ずつの写真を並べた選択肢画
面を4枚分作り、パートナー選択を4回繰り返すこと
とした。また、特定の顔写真の影響や位置の影響を
カウンターバランスするため、同じ24枚の写真を
使って、架空の名前や並べる順番を変えた4パター
ンを用意した。
3）実験実施用パワーポイント
　 新 型 コ ロ ナ 感 染 防 止 対 策 の た め に 実 験 は
Microsoft Teamsを使ってオンラインで実施するこ
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ととした。実験手順はすべてパワーポイントスライ
ドとしTeamsのビデオ会議機能を使ってスライド
を提示しながら画面の文字を読み上げて被験者に適
宜回答を求める形式とした。
　実験のタイトルは「対戦型クイズによる新しい知
能テスト開発のための予備実験」とした。パワーポ
イント全体の構成については以下の通りである。a）
実験協力への感謝、b）事前説明、c）実験日程の説
明、d）事前アンケート、e）クイズ大会についての
説明、f）パートナー選択（4回）、e）顔写真、d）事後
説明である。
　「クイズ大会」は実際には行わないが、被験者には
具体的な説明をすることで実施されることが予想で
きるよう以下のような配慮をした。大会の日程につ
いては参加者全員の回答が終了した後に伝えるこ
と、大会上位入賞者には景品が用意してあることを
伝える。クイズ大会で出題されるクイズ問題を2問
例示する。この例題はSPIテストに用いられそうな
ものと、図形の規則性を見出して解答するような論
理的な問題を用いる。クイズ大会は2人組対2人組の
対戦型で行うことを告げ、パートナーとして一緒に
戦いたい人を表示される顔写真から選ぶよう指示す
る。パートナー選択は希望通りにならない可能性が
あることも告げ、そのために各スライドで第2希望
までを選択させ、また同様の選択を4回繰り返し、
各被験者から8名分の選択データを採取できるよう
にする。
4）その他の準備
　実験を実施するにあたって、実験の内容が研究倫

理基準に適合したものであるかどうかを、2020年10
月29日に松本大学研究倫理委員会に審査を依頼し、
2020年11月4日付けで承認を受けた。（研究実施責任
者：守一雄、承認番号第111号）

3．実験の実施手順
1）実施日　2020年11月13-27日
2）被験者　松本大学教育学部1、2生34名（男子17
名、女子17名；年齢18−20歳）、「知の技法」を受講
している1年生6名（男子3名、女子3名；年齢18-19歳）
実験者　松本・唐澤が分担して実験を担当した。主
に男性被験者には唐澤が、女性被験者には松本が対
応した。
3）実験実施形態
　a）オンライン実験　新型コロナウィルス感染対策
のため、実験はTeamsの通話機能を使ってオンラ
イン通話形式によって実施した。パワーポイントス
ライドを実験者に共有をし、見てもらいながら回答
してもらった。実験の様子は音声のみをWindows
ボイスレコーダーを使って、被験者から了承を得た
上で録音し、後で確認できるようにした。
　b）対面実験　後期から大学内で対面での授業が
行えるようになり、被験者の学生の多くは対面での
実験を希望した。よって、新型コロナウィルス感染
対策として、実験者と被験者の距離や座る場所、閉
鎖された空間では行わない等に考慮しながら実験を
行った。また、実験者と初対面の被験者が多かった
ので、閉鎖的な空間より開放的な廊下の学習スペー

図1　パートナー選択に用いた顔写真スライド（4枚のうちの１枚）
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スの方がよいだろうという配慮もした。対面では、
パソコン上に表示したパワーポイントスライドを直
接見てもらいながら回答をしてもらった。こちらの
音声もオンライン同様にWindowsボイスレコー
ダーを用いて録音した。
4）実施手続き　実験は、以下の手順で実施した。a）
実験協力依頼メールの送信、実験協力依頼の直接の
声掛け、b）実験への参加と録音についてのイン
フォームドコンセント、c）差別内容を含めた事前ア
ンケート調査、d）名前付き顔写真からのパートナー
選択、e）謝辞と実験内容の説明。実験協力の謝礼と
して大学生協で使用できる金券400円分を渡した。

4．実験結果
1）実験結果とその分析
a）差別事前アンケート結果
　事前アンケートの「9．男の方が女より頭がいいと
思う。」と「10．日本人の方がアジア人より知的であ
ると思う。」に対する男女別の回答結果は表1に示す
通りである。どちらの質問でも差別的な回答をした
被験者は全体の4分の1以下である。この結果を、直
接確率計算（二項検定）を行ったところ、男子も女子
も、また全体としても「いいえ」と答えることが有意
に多いことが確認された（性差別：男子p＝0.012, 女
子p＝0.041, 全 体p＝0.001。 外 国 人 差 別： 男 子p＝
0.0026, 女子p＝0.0118, 全体p＝0.0000, すべて両側検
定）。
　こうした差別に関する質問に対して「いいえ」と答
える回答が多いことを想定して設問を用意したので
質問内容は適切であったと考えられる。男女に偏り
がないことも、直接確率計算（Fisherʼs exact test）
で確認した （両側検定 : p＝0.7037, p＝0.7253, ns）。

表2　パートナー選択　男女別

パートナー選択 被験者　男 被験者　女 合計

男性  99  39 138

女性  61 121 182

日本人男性  43  19  62

日本人女性  26  51  77

韓国人男性 　5 　2 　7

韓国人女性 　6 　8  14

合計 160 160 320

b）パートナー選択結果：男女
　スライドに表示された6人の顔写真の選択結果は
表2（上段）に示す通りである。表2より、男性被験者
は男性を、女性被験者は女性を選択する確率が高い
ことがわかる。このことは、統計的に有意差が認め
られる（カイ二乗検定，χ2

（1）＝44.351, p< 0.01）。
c）パートナー選択結果：韓国人名の選択されにくさ
　日本人名、韓国人名が混在した6人の顔写真から
の選択における実験結果は表2（下段）に示すとおり
である。提示した6人の顔写真のうち、韓国人と判
断できる名前をつけてあったものは1人だけであっ
た。確率的に考えても、韓国人男性や韓国人女性が
選択される割合は、日本人男女を選択する割合より
も少なくて当然である。
　そこで、日本人と韓国人の母比率をそれぞれ5/6
と1/6として、韓国人名の写真をパートナーとして
選択すること（21/160）が少なかったかどうかを母比
率不等直接確率計算により調べてみた。その結果、
観測された21/160（＝0.13）は母比率1/6（＝0.167）よ
りも小さいが、統計的に有意とは言えなかった（p＝
0.1328, ns）。男女別に同様の分析を行ってみたが、

表1　差別的アンケートの回答結果

アンケートの回答 被験者 男 被験者 女 合計

「9．男の方が頭がいい」 （はい） 3 4 7

 （いいえ） 17 16 33

「10．日本人の方が知的である」 （はい） 4 5 9

 （いいえ） 16 15 31

合計 20 20 40
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表3　差別質問への回答とパートナー選択での差別的選択

実験条件 「9．男の方が頭がいい」への回答 合計

差別的（はい） 非差別的（いいえ）  

パートナーの選択

男性を選択 20 118 138 

女性を選択 36 146 182

合計 56 264 320 

「10．日本人の方が知的である」への回答 合計

差別的（はい） 非差別的（いいえ）

パートナーの選択

2回とも日本人だけを選択  5  15  20

1回は韓国人を選択  4  16  20

合計  9  31  40

11/80（男性被験者）も10/80（女性被験者）も母比率
（1/6）に比べ、特に少ないとは言えないことがわ
かった（男性p＝0.2968、女性p＝0.1980、どちらも
ns.）。
　上述のように、日本人のパートナーを選択する際
に、男性被験者は男性を女性被験者は女性を選択す
る傾向が見られた。同様に韓国人を選ぶ場合にも、
女性被験者は韓国人女性を選ぶことが多かったが、
男性被験者は韓国人男性を選ぶわけではなかった。
ただし、サンプル数が小さいため、こうした傾向に
ついては統計的に分析をすることはしなかった。
d）アンケートの回答とパートナー選択での差別的
選択結果
　事前アンケートで「非差別的な回答」をしたこと
が、その後のパートナー選択で「差別的な選択」を誘
発しやすいかどうかを検証するために、事前アン
ケートの回答とパートナー選択の両方をクロス集計
した結果は表3に示すとおりである。上段の性ステ
レオタイプについてカイ二乗検定で確認したとこ
ろ、統計的有意差は検出されなかった（χ2

（1）＝1.176 , 
ns）。　
　外国人ステレオタイプについては、40名の被験者
ごとに「2回の選択機会のうち1回でも韓国人を含む
選択をした場合」は「韓国人を選択」と分類した。ア
ンケートの回答とパートナー選択に偏りは見られな
かった （直接確率計算: p＝0.7253, ns）。このことか

ら、本研究では「道徳の貯金箱」現象は観察できな
かった。
e） 特定の顔写真、特定の位置が選ばれた可能性の
検討
　写真を選択させる状況では、人は通常、その顔つ
きや表情を重視すると考えられる。もし「特に選ば
れやすい顔つきや表情をした写真」があれば、日本
人か韓国人かにかかわりなく選ばれる可能性があ
る。こうしたバイアスを避けるために、本実験では
写真の提示位置や氏名を変えたバージョンを4通り
用意して、被験者間でカウンターバランスしてい
た。しかし、そうしたカウンターバランスが十分で
なかった可能性は残る。そこで、顔写真ごとにパー
トナー選択された回数を集計し、特定の顔写真が選
ばれやすかったかどうかを確認した。その結果、カ
イ二乗検定で有意差が見られた（χ2

（23）＝35.472 , p< 
0.05）。しかし、ライアンの名義水準を用いた多重
比較では有意差は見られなかった。
　念のために、顔写真の並んでいる場所による選ば
れやすさがあった可能性についても確認をしてみ
た。パワーポイントスライドの写真の場所ごとの選
択頻度の偏りをカイ二乗検定で検証したが、有意差
は見られなかった（χ2

（5）＝6.961, ns）。以上のことか
ら、特定の顔写真が著しく選択されたり、顔写真の
提示場所によって選択に大きな偏りがあったりした
ために、実験結果に影響が及んだ可能性はないと言



性・外国人ステレオタイプの心理実験による検証：仮想クイズ大会のパートナー選好を通して

100

える。

Ⅳ．まとめ

1．研究結果の解釈：2つの側面から
　本研究では、潜在的な差別ステレオタイプが選択
行動で顕在化することを心理実験によって明らかに
することが目的であった。しかし、実験の結果、統
計的に有意とはならなかった。この実験結果をどう
解釈したらいいだろうか。実験結果の解釈には、少
なくとも2つの側面からの検討が必要である。ま
ず、実験が失敗であったというもの（解釈1）であ
る。これは、仮説は正しかったが実験の方法や手続
きなどに不十分な点があったために仮説が検証され
なかったという解釈になる。そして、もう一つは実
験結果が実験仮説とは一致しなかったが、それこそ
が現実を反映しているものであると考えるもの（解
釈2）である。以下では、それぞれの解釈について検
討をしてみた。

2．解釈1: 実験方法が不適切であった可
能性

　本研究が「失敗であった」とすると、その原因とし
て以下の3つのことが考えられる。1つ目は、被験者
の人数が少なかったことである。当初80人の被験者
を用意することを予定していた。しかし、思ったよ
うに被験者が集まらず、やむを得ず予定していた半
分の40人にした。被験者数の少なさが実験の結果に
影響を及ぼしたのではないかと考えられる。
　2つ目は、事前アンケートの段階で「道徳の貯金
箱」効果を十分に被験者に与えることができなかっ
たことが考えられる。今回、2種類の差別ステレオ
タイプに関する質問を用意していた。10問の質問の
うち2問を差別的質問にしたが、2問だけでは内容的
にも質問数も不十分だったのかもしれない。
　3つ目は、男女差別と外国人差別のステレオタイ
プ顕在化実験を同時に行うことに問題点があった可
能性である。被験者に男女差別、外国人差別を測る
ための実験であることを悟られないようにするため
に、事前アンケートの質問項目やパートナー選択の
写真の男女比、人種比に配慮したつもりでいた。し

かし、実験状況が複雑になり、短い実験時間では十
分にパートナー選択の状況を現実的なものにできな
かったのかもしれない。

3．解釈2: ステレオタイプが存在しな
かった可能性

　実験結果をそのままに解釈すると、松本大学教育
学部の1、2年生は性ステレオタイプも外国人ステレ
オタイプも持たないということになる。「はじめに」
で述べたように日本ではまだ性差別が残っているこ
とは否定できない事実である。しかし、戦後の学校
教育では一貫して男女が平等であることが教育され
てきた。過去には普通に行われていた男女別にクラ
ス名簿を作って、当然のように男児が先に番号付が
なされるというような慣行はなくなった。クラス代
表が男子であるようなことが当然視されていたが今
はそうしたこともなくなり、現に、松本大学2017年
度入学生の入学式での新入生代表挨拶をしたのも女
子学生であった。
　それでも、優秀な女子学生が自由に大学進学をで
きるようになったとは言えないことも事実である。
それを示す具体的な事例として、2017年度から東京
大学では女子学生だけを優遇する措置を取り始め
た。これは、地方出身の女子学生に対して月3万円
の家賃支援をするというものである。この背景にあ
るのは、優秀な学生であっても女子学生は地方から
東京の大学に進学することが経済的に難しいことが
あるという24）。
　こうした現象は皮肉なことに、地方の大学に優秀
な女子学生が留まりやすいことも引き起こしてい
る。上述のように、松本大学でも新入生代表が女子
学生であることは多い。実験を実施していた頃に、
本学部の大半が受験をした教員採用試験の結果が明
らかになったが、正式採用になった12名のうち10名
は女子学生であった。採用試験を受験した学生の性
比はほぼ半々であったことから、統計的検定をする
までもなく女子学生の方が採用されやすかったこと
がわかる。
　教育学部の1、2年生がこうした状況を知ってい
る、あるいは感じ取っていたとすれば、男子学生を
パートナーとして選択することが必ずしもクイズ大
会に臨むにあたって有利な選択だとは考えなかった
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注
注1  この論文は、唐澤勇利と松本衿奈の2020年度松

本大学教育学部卒業研究に基づいて指導教員の
守が執筆したものである。心理学実験の計画、
準備、実施、およびデータの分析は守の指導の
もと、唐澤と松本が行った。論文の本文は唐澤
および松本の卒業論文の文章を活かしながら、
守が加筆修正をしたものである。

注2  こうした海外レポーターは白人であり、アメリ
カだけでなく日本でも黒人差別があることをレ
ポートしたいという意図をもって取材をしてく
ることが多い。そこで、黒人差別の歴史を踏ま
えて日米での黒人差別には比較できないほどの
差があることを説明してやると、彼らの意にそ
ぐわないため、電話でのやりとりのあとさらに
詳しい面談にまで至らない場合が多い。今回の
2件の電話インタビューも1回限りで終わり、記
事にもならなかったようである。
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